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（論文内容の要旨） 
 
 石を割ることで石の彫刻制作は始まる。本論は石の彫刻について考え思索した経験をもとに構成され
る。 
 石を割ることは石の彫刻の基本動作である。極端に述べると、石の彫刻をつくるということは、石
・
を
・
割
・
る
・
こ
・
と
・
し
・
か
・
していない。その“石を割る”ということがなぜ可能なのか。人は、どうして石を割ること
ができるのか。それは“隙”を見出しているためであると私は考えた。 
 彫刻を新たに存在させるということは、この“隙”を見出し、かたちをつくり、そこに据えることで
ある。彫刻の意味はこれを実現することにある。 
 よって、本論では可能な範囲で、彫刻の成り立ちにかかわる“隙”にまなざしを向ける。隙の発生す
る事由を、命と間と時に分類し、おのおの隙という概念を導き出した。なお、本来これらは対等な関係
で世界を形成しており、順番をつけることはできない。 
 はじめに《石のニホンオオカミの石》という博士審査展提出作品について語る。本論の着地点は、こ
の作品になる。よって、むすびでこの作品にふたたび立ち返ることになる。 
 私が時間や空間を考える以前より頭にひっかかっていたことは命についてであった。特に興味を抱い
ていたのは恐竜などの絶滅種についてである。単純に、図鑑の挿絵の奇妙な姿の生き物が実際に存在し
ていたという事実に興味を惹かれたのだが、その中で、始祖鳥をモチーフにした作品《missing link》
を制作した。始祖鳥は進化論に決定的な要因をあたえた種である。“命”の章では、生命の進化について
調べるなかで、生命の進化において、種の存続や発展のために様々な試行がなされる事象を読み取り、
それを自身の彫刻制作に重ね合わせた。強い者のみが生き残るのではなく、居場所を見つけた者が栄え
るのが量的な命の仕組みである。その量を構成する最小単位である個の命と彫刻の関わりは人間だけが
持つものであるが、実際に祖父の肖像彫刻を制作するなかで、彫刻として存在を残すことについての考
察なども述べた。 
 場所とは何であろうか。彫刻をつくると、それを据える場所が必要になる。彫刻制作の現場や鑑賞者
は当たり前のように空間という言葉を使うが、石を彫ることや粘土をつくることに始まり、果ては私が
彫刻のしかたについてこれまで教わったことといかに関連しているのか、場所について振り返る必要性
がある。これは、われわれや彫刻が空間の中にあるからにほかならないのだが、その当たり前すぎる事
実が空間という言葉からは歪んで感じられた。制作で身体を使っている者としては、空間は身体の感覚
    
 
を通して理解するのが妥当である。彫刻とは、身体と空間のぶつかりでかたちをつくっていく行為であ
る。今まで私が常識として考えてきた彫刻の基礎が、ものとの接触に関わる大切な知恵であったことで
あると確認し、盲信的に彫刻を見ることから距離を置く。世界に“間”というくくりを持つのには、自
身とその他との正確な距離感を把握すべき点について“間”の章で述べた。 
 命は空間と同じく時間のなかにある。しかし時間は、地質学や生物学の見地では簡単に覆される。私
の育った時代は科学的進歩や経済的発展とその崩壊に後押しされているが、こうした発見や発明にとも
なう、時の倒錯を問題視することで、完成されたものの必要性を疑うに至った。むしろ始点と終点が決
まっているなかで、過程こそが重要と考え、その彫刻化を《月》で試みた。同時に、時間という要素を
作品に取り込むのには、なんらかの基準点が必要である。《借りて来た猫》の制作を通じて、命と間と、
さらに“時”の決定と固定には“隙”を見出さなくてはならないことを“時”の章で述べた。 
 私は普段、原動機付自転車で移動する。命の危機も感じながら、空間を把握しようと努め、タイミン
グをはかるのが運転である。原付は車道での交通弱者であり、走るために隙間を探すようになる。しか
し、隙間があったからと言ってそこに突っ込んでいくわけではない。予測される未来が開けていなくて
は、その隙間は隙には成り得ない。《借りて来た猫》は着地点で迷うことのないコンセプトを設定した。
石の彫刻を坂で転がし、落ちる、その繰り返しにより割れるという終点をはっきりさせ制作に臨んだ。
その結果、隙は閉じ、作品としては彫刻の時間を止めることになった。しかし、閉じた隙では、逆説的
に彫刻の“隙”を証明することにはならないため、彫刻の開いた隙を見せる《石のニホンオオカミの石》
の制作が必要になった。この作品の制作に至るなかで、わき起こったのが、存在の裏に何があるのかと
いう問いであり、同時にそれは無ではないかという見当と、それを表出させたいという意欲である。最
後に、ものや作品のできあがること、あるいはつくることを、未来での自己の作品の可能性について、
もの派の再制作にかかわったことも介して触れた。これらを“隙”の章として述べた。 
 むすびでは、以上の要素を《石のニホンオオカミの石》を中心に、これまでの私の制作にたちもどり
ながら記した。 
 石を割った後に、まだ石は残る。その石にはまだ、無と未来がある。そう考えると、無と未来はとて
も近い関係にある。隙と隙の間はつまり、彫刻とその成り立ちかたである。 
 命、間、時これらに隷属しない隙の先には“次”がある。私が表そうとしているのは一個の彫刻の未
来である。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 小塚照己の博士論文『石を割る ―隙と隙の間―』は、そのタイトルが示す通り、彫刻の分野で石を
素材として制作に取り組んできた筆者の、石を彫刻することを通しての思索をまとめたものである。 
 本論文とともに提出された彫刻作品『石のニホンオオカミの石』という用語の使い方が端的に示すよ
うに、筆者の思索は、難解で複雑な論考でもある。たとえば「石のニホンオオカミ」というタイトルで
あったならば、オオカミの姿を彫刻したもの、と理解できるし、また「ニホンオオカミの石」というこ
とであれば、その彫刻の素材としての石の魅力に、見る者の意識を集中してほしい、という意図がシン
プルに伝わってくる。しかし筆者は、その彫刻に「石のニホンオオカミ」でもなく、「ニホンオオカミの
石」でもなく、『石のニホンオオカミの石』というタイトルをつける。そのこだわりのなかに、筆者の本
論文での思索のテーマ、モチーフなどが要約されているともいえる。 
 つまり筆者は、石の彫刻作品を、ただの一造形物として鑑賞するだけでなく、それを通して彫刻とい
う行為、彫刻という存在、またそれと関わる彫刻家という役割の全てを込めようと意図する。 
 石彫とは、石を割ることから始まる。その行為によって、隙間ができる。石という存在と、その石が
存在しない余白としての隙間。彫刻というものは、そのどこにあるのか？ 筆者の言い方によれば、彫
    
 
刻として大切なものは、その「隙と隙の間」にある、ということになる。 
 それは空間の問題だけなく、時間の問題でもある。石という物質は、長い時間の果てにできあがり、
その結果として、いまここに塊としてある。石は、火山の働きや、堆積やその変成としてできるだけな
く、生き物の屍骸が化石となり、石となることもある。筆者、そのような「石の時間」にも着目し、そ
れを作品として形にこめようとする。 
 本論文『石を割る ―隙と隙の間―』は、上記のような彫刻についての論考を、「命」「間」「時」「隙」
という、四つのキーワードを各章のタイトルにした構成となっている。 
 「命」の章では、生命の進化、始祖鳥の化石、ペットとして飼っていたハムスターの死、亡くなった
祖父の肖像彫刻をつくった経験などに言及している。 
 「間」の章では、河原の石、石彫の授業での石を割った体験、フィギュア・仏像・石膏像などの造形
性、作品が展示される空間などについての考察が行われる。 
 「時」の章では、化石とデッサン、博物館における恐竜標本の展示、さらには石と無という哲学的考
察、コンピュータゲームなどの話題が、自身の作品と絡めつつ語られる。 
 最後の「隙」の章では、作品『借りて来た猫』の制作プロセスなどを紹介しながら、隙間、無などに
ついての話題に触れ、また小清水漸の彫刻作品の再制作の体験などが語られる。 
 これら彫刻とその周辺をめぐる論考を通して浮かび上がってくる世界は、哲学的ともいえ、美のあり
ように迫ろうというものとして評価できる。 
 彫刻の表面的な美についてだけでなく、その背後にある奥深い世界にも目を向け、彫刻のありようと
探究しようという姿勢は、博士論文の研究として十分な水準に達しており、よって本論文を博士論文と
して合格としたい。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 小塚照己の提出作品は、石を主な素材とし制作されている。「石の彫刻をつくるということは、石を割
ることしかしていない」と論文に記すように、提出作３点とも、「割られた石」を軸に展開されている。 
 「ARCHAEOPTERHX-LITHOGRAPHICA skeletal specimen model」は、プラモデルの製造形式を真似ている。
割った石で型を起こし、彫った溝にピューターを流し込んで部品を鋳造し、組み立て解説書と一緒にパ
ッケージ化された作品である。このキットはあえて組立てられていない。彫られた石本体は、あくまで
も型として提示される。彫ることによって無くなった、石の破片の集積が質を変え、「かたち」として再
び構築可能なものに置き換えられた彫刻作品である。 
 「借りて来た猫」は、黒御影石から丁寧に作り込まれた猫の彫刻を、これも石で作られた長い傾斜台
の上から繰り返し転げ落とした作品である。当然、作品にはキズがつき欠ける。長時間続ければ河原の
石のように、丸く滑らかな表面になるであろうことは想像できる。しかし、展示では、転がされた「猫」
のみが床にポツンと置かれているだけだ。作品を説明、補足するようなものは何もなく、表面に残るキ
ズと欠けが生々しい。これらの事は、小塚が造形物としての「猫」や、摩滅による滑らかな石のテクス
チュアの獲得が目的ではないことを窺わせる。多くの彫刻が自然の中で、経年とともに削り取られ変形
していく遠い時間が、作家の行為によって圧縮されリアルに彫刻化されている。 
 「石のニホンオオカミの石」は、安山岩を素材に、絶滅したニホンオオカミのかたちを想像し彫り出
した彫刻であるが、これには、後に割り裂くための矢穴が、あらかじめ数カ所彫られてある。矢を差し
込み叩けばこの像は割れてしまうのだが、この作品は、後に、割る、あるいは割られることをもって完
成に至る。長い時間と労力を費やし、確かな造形力により彫り出されたニホンオオカミは、割る、割ら
れる、つまり壊れることで彫刻作品として完成し、その完成と同時に、割れた石に還る。タイトルから
も窺えるように、石から始まり、ニホンオオカミの造形物になり、のちにはまた石に還っていく、その
    
 
長いプロセス自体が作品の主旨と読み取れる。 
 小塚にとっての彫刻作品とは、単に石を素材とした美的造形表現の追求ではない。石を割るという原
始的で身体的な行為、それにともなう思考、時間、導き出される記憶といった「物質」として目に見え
ない流動的な事象をも取り込みながら、作られた「もの」と、その背後に広がっている、不確定だが確
かに存在する筈の場所、固定的でない、動的な彫刻として立脚できる未知の場所を紡ぎ出そうとするも
のである。 
 彫刻の背負ってきた、寡黙に在り続ける宿命を見つめ直し、変わらず繰り返される作業と、時間とと
もに流れ、揺れ動く思考の間に見え隠れする、新たな空間の可能性を模索し、彫刻として成立させた優
れた作品である。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 小塚照己の本研究は、これまで彼が培った彫刻を念入りに、時には懐疑的に再考、確認作業をする事
から始まっている。それは、これからの彫刻世界で自分の場所を見出し、造り続ける術を発見しなけれ
ば未来を語れない切迫した状況だからである。この同時代が抱える課題は当然乗り越えなければならな
い。そこで重要なのは、彼には“ものはないからつくるのだ”といったもの造りの強い性が根底に在る
点である。故に、学部、修士、博士課程での彫刻素材と技術を修得する途上、身体を使って石と格闘す
る快感を知った事で、彫刻を存在させる時間、重力、空間、量、形態などを把握出来たのは偶然ではな
い、むしろ必然であったと言える。そしてその結果、作品を制作するために石を割るといった原初な方
法に辿り着くのである。これによって彼が以前から疑問であった存在に関わる“無”についての考察へ
と向かう。自己の経験や記憶を辿ることで、日本文化の目には見えない“間”という不思議な感覚を表
出し、一見何もないように見える空間に充満している“間”の息苦しさから、脱出する方法を多様な創
作研究で模索する。その探究から、生き残るための“隙”を見出し、彫刻を存在させるとは如何なるも
のかの手がかりを獲得した。 
 提出論文は、キーワードである“無”についての論述展開が卓抜な着想と思考の連鎖で構成されてい
るが、独創的であるが故に、若干のもどかしさを感じさせることは否めない。しかし、一貫してものを
つくる意味を考え、彫刻の時間、空間を自分のものにしようとする真摯な姿勢から、彼の彫刻の未来を
感じる。特に、友人の死、祖父の肖像彫刻制作での“無”についての論述から、石を割った瞬間に可能
性を消費した感覚から“無”を知覚するに至るまでの論考は、彼の思想の一端を表わしていて好感が持
てる。また、もの派を直に体感した者のみが語れる再制作の意味などは、彼の言葉として強く印象に残
り、貴重なものである。これは、今後の彼の制作研究にも反映されるものと思われる。 
 提出作品「石のニホンオオカミの石」は、絶滅種である日本狼を石で彫ったものであるが、ニホンオ
オカミは“隙”を語るために造られたもので、この彫刻の主役は“隙”であることを強い意思のもとに
提示している。作品《借りてきた猫》も、猫を転がした事で彫刻の時間の意味を認識し、意思を持って
動かすと“隙”を見るに至った経緯が、私たちに不可思議な時空を感知させる秀作となっている。小塚
照己が今後も、このような先を見つめ自己の“隙”を見出す創造行為に挑戦する事を期待したい。 
 彫刻の存在を思惟する行程で生じた“隙”について、論述展開、彫刻研究の内容に思索の痕跡が随所
に見られ、論文、作品ともに高く評価出来る。 
 以上のような結果から、審査にあたった主査、副査ならびに彫刻科教員一同、全員一致で博士学位授
与に相応しいと判断した。 
 
